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iao 

日
一
一
時
崩
事
命
鵡
事

'
一
の
勢
で
い
諮
問
忙
甚
L
い
践
慨
を
施
し
た
告
の
で
あ
る

と
、
資
に
人
の
肺
附
に
入
・

6
得
可
を
同
情
あ
る
論
断
な
よ
リ

挿
識
と
一
五
ぴ
、

i

綿
闘
と
一
五
び
、
系
図
と
一
五
ぴ
、
索
引
一
と

云

ぴ

、

一

と

し

て

本

書

の

僚

値

を

高

め

侠

利

を

増

3
一一含る

は
な
く
、
行
実
る
す
べ
て
山
一
一
口
実
一
致
髄
を
用
ゐ
あ

b
て

極

め
て
遊
説
に
趨
せ
よ
引
o
余

は

邦

夫

の

西

洋

史

と

し

て

進

ん

で

議

者

に

レ

コ

ム

メ

ν
ド

し

得

可

き

好

著

述

を

得

北

る

を

喜
ん
か
郊
の
な

-bo
用
紙
装
釘
叉
佳
、
但
し
指
令
快
眠
拠
然
食
れ

一
ば
寧
ろ
之
を
二
冊
と
な
す
を
以
て
便
利
な
よ
リ
と
す
る
の
護

者

唱

あ

ら

ん

。

余

は

と

の

種

の

著

述

に

於

て

数

ば

闘

有

名

詞

の

讃

方

の

杜

撰

な

る

を

接

見

す

る

の

常

な

る

が

、

本

書

は
乙
の
欧
州
仁
於
て
殆
ど
欠
紡
な
し
。
尤
活
鎖
絢
の
事
費
一
に

於
て
は
訂
正
を
要
す
る
刃
も
の
な
き
に
あ
ら
歩
、
一

O
一一一一一

，
頁
仁
千
九
百
年
の
英
図
総
選
邸
中
後
の
と
と
を
訴
し
て
つ
リ
ノ

ー

ル

え

パ

り

}

は

外

務

大

臣

の

径

を

バ

ル

フ

ォ

ア

仁

議

一

人
J
L

一
五
々
あ
れ
ど
バ
ル
ブ
オ
ア
の
一
プ
シ
ズ
タ
ウ
シ
の
誤
な

る
乙
!
と
一
五
ふ
迄
唱
な
し
。
叉
一

O
八

六

頁

よ
F

り
八
必
頁
に

・捗

b
て
、
，
那
威
樹
立
の
乙
之
を
叙
し
、
一
九

O
六

年

仁

端

血
紅
那
威
の
制
御
立
注
承
認
せ
る
が
如
く
詑
す
れ
古
乙
綜
五

‘
 

-
h
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…
的
と
動
的
ど
事
。
‘
保
険
曾
枇
の
積
立
金
郵
便
貯
金
等
長
期
事
業
民
放
下

せ
ち
る
〉
告
の
は
前
者
民
的
L
各
銀
行
忙
於
て
割
引
北
側
矯
替
柑
存
続
期
事
業

.
り
札
放
資
せ

b
る

h
gの
は
後
者
に
腐
す
、
我
関
郵
便
貯
金
um
は
戦
後
一
一
億

〕
一
一
四
一
午
潟
問
忙
法
L
た
れ
ど
基
諸
外
闘
の
そ
れ
と
兆
較
す
る
之
、
ぎ
は
殆
ど

一
音
ふ
に
足
与
ず
保
険
曾
駐
の
積
立
金
と
て
6
同
様
に
L
て
必
要
事
る
場
合

に
は
短
期
浮
動
資
金
を
補
ふ
べ
き
長
期
資
金
は
却
て
短
期
資
金

ν
助
け
h
D

る
h

の
安
妹
な
り
我
間
の
金
融
は
党
換
券
に
依
頼
す
る
乙
と
多
{
L
.て
金

融
の
中
心
筋
は
中
央
銀
行
に
渇
れ
ど
事
欧
米
諮
問
に
於
t
は
鴎
民
の
貯
蓄
一

多
(
零
伴
な
り
の
資
金
先
づ
下
級
銀
行
比
一
集
り
之
を
以
て
事
業
を
潜
む
を
以

て
金
融
の
中
心
蹴
は
下
級
銀
行
忙
事
り
、
パ
一
二
ノ
ク
起
る
8
忽
ち
平
総
u
p
k

掛町一
L
緩
に
過
ザ
ず
録
、
K
過
る
ζ

之
な
{
常
に
低
利
一
を
保
て
る
は
悶
際
問
問
柑

渇
ず
る
に

8
依
る
ペ

L
E雄
も
同
定
長
期
の
貯
蓄
の
多
き
と
々
其
の
根
本

に
は
あ
b
ぎ
る
か
。
然
b
ば
閥
定
貯
蓄
少
き
我
闘
に
一
於
て
目
下
金
利
の
低

務
せ
る
は
仰
に
原
因
す
る
お
日
{
λ
己

外

債
τ

一
募
集
の
結
果
非
永
久
的
一
な

る
資
金
が
用
途
h
u
{
L
て
或
部
分
に
停
滞
L
ハ
ニ
〉
貿
易
上
の
斡
入
超
過
少

(
従
て
外
岡
へ
の
文
梯
額
多
か
ち
が
る
上
に
外
資
の
験
入
車
n
y
ハ一一一〉加ふ

る
に
内
問
債
の
償
港
お
り
て
金
融
市
場
に
貨
幣
の
供
給
滋
多
と
な
り
た
る

住
よ
る
。
か
{
金
利
低
務
せ
る
比
6
係
ち
-
ず
事
業
起
h
J
ぎ
る
ほ
例
故
な
る

か
)
内
邸
け
仏
停
滞
せ
る
資
金
は
外
岡
よ
り
借
り
入
札
た
る
告
の
い
残
金
な

る
を
以
℃
海
外
に
於
げ
る
金
融
市
場
の
表
侃
に
よ
り
て
は
例
時
償
還
さ
る

h

や
n
w
計
り
雛
〈
之
を
一
長
期
の
貸
付
民
放
下
す
る
は
貝
取
M
W

危
険
な
る
の
み

な
b
、
ず
剰
へ
大
曾
枇
の
破
綻
唱
が
る
を
以
て
た
吾
銀
行
よ
り
見
れ
ば
政
府
必

織
の
取
扱
太
織
省
券
の
貸
附
惜
夜
を
郎
両
砂
}
一
割
以
上
の
利
訟
を
受
(
る

一
品
.
倒
的
朝
合
記
事

イ

m-九
凡

俗
・
・
の
諜
に

L
て
、
而
し
て
叉
「
那
威
は
丁
抹
玉
、
プ
レ
一
ア
リ

キ
八
世
の
第
二
子
カ
ロ

H
J
を

迎

ヘ

て

主

ihL北
」
・
と
あ
れ

ど

、

プ

レ

デ

リ

キ

八

世

の

尖

王

グ

リ

ス

チ

ア

ジ

九

世

帰

後

邸

位

せ

る

は

一

九

O
六

年

一

月

二

十

九

日

の

と

と

な

れ

ば

E
確
仁
云
へ
ば
、
A
1
の
丁
抹
王
プ
レ
ず
リ
キ
八
世
の
第
二

子
一
五
々
と
詑

3
u
w
b可
か

ら

歩

。

鎖

末

り

と

と

な

れ

と

思

ひ
寄
れ
る
一
億
附
i

託

す

。

(

問

中

率

一

郎

)

争

三
回
路

-4

舎

記

事

い
理
財
一
摩
舎
例
舎

十
月
八
日
一
樫
肘
間
中
曾
第
五
十
一
同
例
曾
を
問
書
館
磯
上
大
康
問
に
於
て
開

{
、
出
席
者
気
質
抑
制
切
雨
教
授
外
一
四
十
俗
名
、
午
後
七
時
よ
り
講
演
崎
明
暗

ず
。
法
m
学
博
士
小
林
丑
三
郎
氏
幹
事
の
紹
介
を
以
て
鹿
上
院
立
た
れ
金
融
土

a
'
z
 

例
目
別
肌

M
N
h
u
之
題
L
て
大
要
伝
の
如
き
講
演
を
試
み
も
・

5
0

金
融
緩
一
波
を
告
を
あ
と
と
久
L
{金
利
低
務
L
K
れ
ど
事
乙
の
低
絡
の
趨

勢
結
果
L
て
永
久
的
K
L
て
猷
米
先
進
闘
之
同
日
の
方
向
民
向
ひ
た
る
遣

の
之
L
て
一
我
が
金
融
界
の
輩
新
と
'
見
る
ベ
ニ
き
や
否
や
、
…
繋
L
然
P
之
ず
れ

ほ
事
業
盟
ハ
一
b
ざ
る
べ
h
m
a
P
4
6

る
砦
な
る
に
そ
の
質
際
に
然
b
ざ
る
は
倒
放

な
る
か
o
抑
々
一
一
四
の
金
利
の
低
務
が
永
久
的
な
る
が
花
め
院
は
金
融
の

器
機
擁
立
吐
ぜ
る
ベ
恥

b
ず
、
設
金
融
の
基
礎
呆
L
て
礎
泣
せ
り
や
o
金
融

1・司

..."1.，-" 

園晶轟』、一司E

を
以
て
敬
て
悠
除
を
腎
ず
の
要
な
舎
を
以
て
な
り
o
要
す
る
に
乙
の
金
利
の

低
泌
を
以
て
健
全

K
L
て
一
般
的
の
昔
の
と
な
ず
は
速
断
に
は
渇
j
bず
る

お
、
金
融
の
基
礎
回
{

t
て
恐
慌
u
b
到
す
る
準
備
成
れ
る
経
な
b
ば
犯
に

角
H
P
何
等
の
基
礎
の
上
に
立
花
ぎ
る
外
凶
よ
り
の
借
金
の
過
剰
が
停
滞
し

て
而
毒
事
業
K
投
下
せ

b
れ
ざ
る
に
於
て
は
こ
朝
返
却
の
必
要
日
札
口
近

b
れ

む
か
之
、
が
返
済
に
充
て
ら
る
ベ
争
貨
物
の
生
産
な
(
L
て
如
何
に
L
て
之

民
総
ぜ
む
と
す
る
か
、
乙
れ
図
民
経
済
上
の
ご
品
除
な
り
と
な
さ

v
る
を

得
ず
と
信
、
ず

e
-

小
林
博
士
の
一
頃
を
下
る
や
一
一
一
井
A
有
名
曾
批
理
事
誠
弁
菊
三
郎
氏
代
て
米
関

畠

m
e
e

の
・
従
業
な
る
演
越
の
下
区
一
場
め
講
話
あ
り
た
り
大
要
次
的
如
L

米
国
は
溌
見
以
来
四
百
年
、
西
側
蘭
人
等
の
磁
民
失
敗
の
後
を
承
け
て
最

後
日
比
現
は
れ
柁
る
英
人
は
成
功
L
以
て
而
積
一
一
一
百
常
的
方
里
総
貿
易

J

一
十
億

R
L
て
年
々
二
三
億
の
輪
組
泌
を
見
る
今
日
の
大
米
関
の
骨
密
を
な
せ
り
・

英
人
は
最
初
良
業
区
翠
を
磁
せ

L
通
士
.
地
の
不
可
な
る
た
め
工
業
に
若
手

せ
L
が
比
溌
諮
は
本
国
と
飽
済
上
利
訟
の
衝
突
を
米
し
滋
肥
満
立
戦
争
の

導
火
線
と
な
り
L
草
加
樹
立
以
来
ω
宜
菜
山
広
々
と
}
ほ
て
廷
の
人
間

t
資
本
と
を

要
ず
る
と
と
愈
々
念
と
な
れ
り

抑
々
米
闘
の
今
日
の
繁
栄
を
来
せ
L

S
の
掠
総
議
貿
易
な
る
と
同
時
記
今

日
米
闘
を
苦
し
め
つ

h
Bる
事
保
護
貿
易
な
り
、
保
護
に
よ
り
て
奨
助
一
せ

あ
れ
た
る
企
業
は
外
資
を
職
人
ず
る
に
嘗
っ
て
益
債
誇
舎
に
よ
b
ず
L
て

外
人
を
説
接
企
業
民
多
加
せ

L
め
外
貸
と
外
知
と
を
併
せ
総
入
L
た
る
を

以
て
世
界
に
稀
な
る
後
絡
を
拍
妨
げ
た
り
、
然
る
に
外
人
純
米
人
の
"
狂
隷
ず

る時・

5事
業
界
よ
り
き
』
資
金
日
米
関
金
融
市
場
主
る
を
以
て
せ

筒
丸
丸

色

、一}

i

‘
 

‘』ヨF「
を

E
手



一
一
一
回
一
酬
明
曾
記
事
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パ
ご
ノ
ク
起
る
‘

ζ

れ
最
近
百
八
十
年
間
約
十
年
毎
に
そ
の
竣
生
を
見
た

命
る
所
以
h

鳴
り
!
川
開
設
は
今
日
の
繁
柴
を
来

L
叱
れ
ど
6
今
は
却
て
そ
の
鈴

寄
り
札
脅
し
み
り
』
渇
り
、
郎
ち
各
種
の
事
業
に
於
て
数
多
の
伺
業
靖
を
生

じ
相
互
股
争
R
m刀
-
れ
て
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
L

一
般
物
債
の
帥
脇
島
貝
詫
L
{今

や
ト
ラ
ス
ト
制
訓
示
は
最
大
の
問
題
た
り
、

4
シ
ダ
ー
ス
テ
ー
ト
、
コ
シ
マ

ー
ス
コ
V

ミ
テ
イ
突
は
ア
V

テ
イ
、
ト
ラ
ス
ト
、
ロ
1
等
の
手
段
民
訴
ム

あ

S
他
の
一
方
氏
於
て
歩
一
歩
保
護
税
率
を
高
む
る
を
以
て
何
等
の
効
カ

患
な

L
、
然
b
ば
保
護
税
を
低
下
況
は
倣
機
せ
ば
如
何
E
云
ふ
に
之
は
管
一

際
忙
於
℃
不
可
能
な
り
、
米
岡
に
於
て
世
間
才
師
業
戦
忙
於
吋
る
ニ
大
武
器

唱
何
本
ず
棉
旅
製
餓
菜
、
即
ち
之
な
り
ト
ラ
ス
ト
の
徐
被
と
L
て
物
情
騰
貴

せ
る
事
生
盗
殺
は
物
債
の
ニ
十
分
一
紀
一
池
ぜ
ず
る
唱
の
あ
り
、
と
れ
官
民

世
界
と
競
争
す
る
を
得
L
む
る
武
器
な
り
‘
か
{
戚
債
に
生
産
L
得
る
所

以
は
殺
育
普
及
L
職
エ
に
一
主
る
治
仮
宛
な
る
按
術
を
有
す
る
を
以
て
賃
銀

額
は
多
{
之
os
生
産
費
は
却
て
牒
な
る
忙
よ
る
。
米
人
は
生
命
保
険
に
ま

り
て
死
後
の
計
を
な
L
泣
き
然
る
上
忙
充
分
に
快
梁
を
事
(
る
を
以
て
憶

に
元
気
践
に
而
L
て
日
常
ジ
テ
イ
ズ
シ
の
養
成
に
心
懸
(
h
と
れ
亦
そ
の

強
を
な
す
の
口
問
た
り

が
(
て
氏
M
H
最
後
民
生
M
抑
制
捜
治

u
g
以
て
我
闘
の
産
業
上
の
武
務
な
り
と
な

t
ウ
ん
が
縫
諮
助
長
を
心
懸
け
ず
る
べ
か

b
ず
と
て
ぞ
の
講
演
争
結
ぼ
れ
た
り

講
演
終
り
て
堀
切
放
授
の
謝
鯨
造
り
引
き
綴
き
茶
菓
の
関
〕
場
の
談
話
を
試

か

b
れ
た
り
、
臼
(
-
3‘
き
に
一
新
国
定
続
出
平
の
唆
表
せ

b
る
h

や
世
人
多
{

は
ウ
ん
を
見
る
に
単
に
一
井
の
鑓
論
を
以
て

L
極
々
忙
論
じ
去
り
L
a
予
は
問
中

花
魁
済
論
の
み
に
喜
多
ず

L
て
〕
段
お
き
国
家
政
策
論
の
見
地
よ
り
-L
て
時

五
Q
O

事
訴
副
知
紙
上
に
於
て
大
に
そ
の
不
蛍
な
る
を
論
じ
た
り

L
に
果

L
て
反
濁
は

関
臨
留
な
る
英
鴎
よ
り
起
り
山
本
れ
り
、
鈴
時
一
一
一
一
一
の
新
聞
雑
誌
を
始
仇
外
務

常
局
者
活
従
来
の
図
定
税
事
ハ
現
花
賞
際
行
は
る
h

協
定
税
率
に

B
bず
〉
よ

り

g
低
率
な
り
と
て
反
駁
を
加
ー
へ
た
り
L
K
今
や
反
山
罰
則
の
整
は
意
外
の
法
化

影
響
を
及
ぼ
さ
む
と
す
る
を
見
て
蛍
局
の
一
狭
山
側
一
方
h
u
bず、

3
れ
ば
之
て

自
由
貿
易
厨
た
る
英
図
と
は
協
定
の
除
地
な
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裁
の
澱
察
ず
る
所
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よ
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命
留
に
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新
図
定
税
率
の
改
庄
索
拠
出
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席
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塘
切
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ぞ
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へ
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移
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興
潟
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き
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夜
の
更
{
る
を
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時
鏡
花
驚
き
て

仰
げ
ば
正
に
十
一
時
、
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外
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滴
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た
り
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郎
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去
る
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ま
中
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一日町内
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、
個
人
主
義
思
想
の
快
乏
甚
し
き
を
以
て
、
時
鉢
の
第
一

に
推
ヨ
ん
と
す
る
は
、
余
、
護
・
の
宿
論
に

し
て
、
中
産
壮
舎
に
野
す
る
、
岡
一
家
と
粧
舎
と
の
慶
治
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年
之
共
仁
盆
々
甚
し
く
、
そ
の
極
余
輩
・
を
駆

て
プ
日
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テ
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リ
ア
ト
の
群
に
投
怜
」
し
め
も
d

る
限
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、
余
議
は
利
害
の
上
よ
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電
勝
大
意
見
の

上
よ
t
り
号
、
駐
合
主
義
に
賛
成
す
る
も
の
に
あ
ら
ホ
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彼
の
口
に
一
耽
合
主
義
を
蛇
鴎
税
し
つ
、
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衷
必
そ
の
皐
設
を
信
奉
す
る
-
宅
の
、
如
き
拡
、
余
輩
の
輿
み
せ
も
パ
』
る
所
な
t
ッ
。
然
れ
ど
宅
、
一
雨
閣

総
岡
下
の
水
の
テ
}
ム
ス
河
上
仁
遜
~
ヂ
る
は
、
林
子
卒
を
侯
て
而
し
て
後
に
知
ら
ぎ
る
所
、
倫
敦
の

郵
信
二
句
な
ら
歩
し
て
東
京
に
達
す
る
今
日
、
検
夫
爾
の
鎖
倒
論
に
必
酵
し
て
、
思
想
上
じ
於
て
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